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立川市商店街振興組合連合会女性部会「エコ１店１品運動」 

 

１．取り組みの概要 

○ 立川市商店街振興組合連合会女性部会では、部会長である池谷和子氏が営まれるお店

（茶小売店「狭山園」）が取り組んできたリサイクル活動に対して平成 13 年度東京都グ

リーンコンシューマー奨励賞受賞を機に、「エコ 1 店 1 品運動」を推進している。 

○ 同部会は平成 14 年度東京都グリーンコンシューマー奨励賞を受賞している。 

 

 

２．商店街概要 

商店街名 立川市商店街振興組合連合会女性部会 

所在地 立川市羽衣町 2-45-1 狭山園内 

構成数 7 商店街（立川市商店街振興組合連合会の構成数：27 商店街） 

ＵＲＬ http://www1.m-net.ne.jp/tsr-mm/lady/top.htm 

 

３．取り組みに至る経緯・背景 

 

 女性部会長の池谷和子氏の夫妻が営む、お茶小売店「狭山園」では 13 年以前より、消

費者から使用済み茶殻を回収し店舗設置の生ごみ処理機で堆肥化し還元している。 

 

［写真］生ごみ乾燥機 

 

 

［写真］乾燥処理後の茶殻 

 

 

 そのほか、乾燥処理された茶殻を利用して作製されたエコドール（リサイクル人形）

やエコまくらなどのリサイクル品の販売や、消費者の使用済み茶殻の持参またはマイ
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バック持参で商店街（立川市羽衣商店街）スタンプシールを進呈している。 

 同店舗ではこれらの取組が評価され、13 年度「第 1 回東京都グリーンコンシューマー（※

１）奨励賞」受賞している。 

 同時期に、立川市商店街振興組合連合会（立川商連、27 商店街）では市内 7 つの商店

街のおかみさんで構成する女性部会（※２）の部会長に池谷和子氏が就任し、「消費者と一

緒に環境にやさしい活動を行っていきたい」思いから、狭山園での取組をひな形に、

個人店舗で取り組める環境活動として「エコ 1 店 1 品運動」を採り入れていくことと

なる。 

※ 1 グリーンコンシューマーとは、環境にやさしい賞品やサービスを率先して選び

（または提供し）、環境に配慮した行動を取る人のことを指します。 

※ 2 立川商連女性部会では、活動目的として、①商店街や商店で働くおかみさんを

中心に立川を元気で暮らしやすい、楽しい街にする。②地域を越えて情報交換し、

女性が現場で活躍できるようにする。③環境にやさしい商店（街）になる。 を掲

げて取り組んでいる。 

 女性部会では、立川市総合リサイクルセンターおよび清掃工場におけるベルトコンベ

ヤーに流れる膨大な量のペットボトルの光景などの視察を通して、「ゴミ問題に対する

事業者の責務」を痛感し、視察活動を通して学び得たことが自らの店頭で無理なく取

り組める意識が働いたことが「エコ 1 店 1 品運動」へのきっかけにもなっている。 

 

４．取り組み内容 

 

（１）取り組みの実態 

 女性部会 7 商店街のおかみさんのお店 1 店舗 1 店舗ごとが環境配慮商品やサービスを

提供する「エコ 1 店 1 品運動」を展開している。 

 そのほか、無駄な包装を極力なくし必要な分だけ販売する量り売りの良さをアピール

する「容器を持ってお買い物」キャンペーン、仕入れや販売を通して発生するお店の

ゴミを別の新たな資源として活用する「自店のゴミをゴミにしない」取り組みを普及・

推進している。 
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［表］女性部会所属の各商店街店舗におけるエコ１店１品運動一覧 

 

（出典）立川市「たちかわし環境ブック 2008」より 

 

 13 年度のこれらの取り組みが評価され、14 年度「第 2 回東京都グリーンコンシューマ

ー奨励賞」を受賞している。ほか、立川市の「平成 20 年度たちかわ環境賞大賞」を受

賞している。 
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           ［写真］たちかわ環境賞大賞の受賞 

 

 

（２）事業運営上の問題点とその対応 

 女性部会のこれまでの 3 つの取り組みは部会メンバーである 7 商店街に限られていた

ことから、15 年から 17 年の 3 か年度にかけて「エコ 1 店 1 品運動」をはじめ、「容器

を持って、お買い物。」や「自店のゴミをゴミにしない！」といった取り組みキャンペ

ーンを展開し、商店街共通ポスターを作製し、市内全域にＰＲ活動をはかっている。 

 

    ［写真］女性部会所属の各商店街店舗におけるエコ 1 店 1 品運動ポスター 

 

 

（３）事業継続のポイント 

 夫婦で営むお店にとって、おかみさんとは、家庭では日頃からゴミ分別に心掛けてい

ることから、お店でもエコ 1 店 1 品運動のほか、消費者に対してマイバック持参など

「容器を持って、お買い物。」への積極的な働きかけが行っていける意識が根付いてい
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ることが挙げられる。 

 

５．地域とのつながり 

 

 女性部会が取り組む「エコ 1 店 1 品運動」などのエコ活動は、池谷和子部会長（茶販

売店「狭山園」）の所属する羽衣商店街を中心に、ほか 6 商店街のおかみさんの店舗で

取り組まれている。 

 

［図］立川商連女性部会の構成員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．取り組みによる成果 

 

 女性部会では、毎年秋開催の市民祭「たちかわ商人祭」において、『おかみさん会マイ

バック抽選会』を行っている。 

 おかみさん会マイバック抽選会とは、女性部会所属の商店（21 店舗、平成 21 年 11 月 1

日実績）よりエコ 1 店 1 品（エコ商品）を出品してもらい、イベント当日にマイバッ

ク持参者に対して抽選会を行い、先着 1,011 本を提供している。 

 平成 22 年「たちかわ商人祭」においては、女性部会（7 商店街）規模から連合会（27

商店街）規模へと拡大し、エコ 1 店 1 品（エコ商品）の出品を目指すこととなってい

る。おかみさん発のエコ意識が立川市域全域に広がりをみせるきっかけとなっている。 

 

７．今後の課題・展望 

 

女性部会の草の根活動で始まった、消費者とのコミュニケーションを通して取り組んで

いる「エコ 1 店 1 品運動」などの‘川下’活動のほか、今後は商品を供給する問屋や製造
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会社などから「ゴミを仕入れない」、‘川上’への環境活動の働きかけが重要ではないかと

の意識が高まっている。 


